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業

名

大
和
葡
萄
酒
株
式
会
社

認
定
区
分

農
商
工
連
携
事
業

認
定
事
業
名

貝
殻
に
含
有
す
る
天
然
ミ
ネ

ラ
ル
成
分
を
活
用
し
た
甲
州

種
に
よ
る
高
品
質
白
ワ
イ
ン

の
開
発
・
販
売

認

定

日

平
成
２１
年
３
月
１９
日

■
「
山
梨
の
勝
沼
」
は
日
本
の
葡
萄
・
ワ
イ

ン
の
発
祥
地

山
梨
県
甲
州
市
は
、
日
本
に
お
け
る
「
葡
萄

・
ワ
イ
ン
」
の
発
祥
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

甲
州
で
造
ら
れ
る
「
甲
州
種
ワ
イ
ン
」
は
、
日

本
の
代
表
的
な
白
ワ
イ
ン
と
し
て
、
甲
州
種
葡

萄
を
原
料
と
し
て
い
る
。
甲
州
種
葡
萄
は
、
全

国
で
も
山
梨
県
だ
け
に
分
布
し
、
な
か
で
も
勝

沼
を
中
心
に
甲
州
市
で
の
生
産
量
が
最
も
多
く
、

甲
州
種
ワ
イ
ン
の
５０
％
以
上
が
甲
州
市
で
造
ら

れ
て
い
る
。

勝
沼
は
、
江
戸
時
代
に
甲
州
街
道
へ
勝
沼
宿

が
開
か
れ
る
と
、
山
梨
県
東
部
の
経
済
拠
点
と

し
て
栄
え
た
。
江
戸
を
市
場
と
し
た
葡
萄
栽
培

も
発
達
し
、
明
治
に
は
ワ
イ
ン
生
産
も
始
ま
り
、

葡
萄
と
ワ
イ
ン
の
一
大
産
地
と
な
っ
た
。
そ
の

営
み
は
今
日
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
高
品

質
で
味
の
良
い
様
々
な
品
種
が
揃
っ
た
葡
萄
は
、

葡
萄
狩
り
に
訪
れ
る
方
々
に
喜
ば
れ
、
地
元
の

甲
州
種
葡
萄
を
使
用
し
た
ワ
イ
ン
は
、
近
年
、

世
界
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

今
回
紹
介
す
る
大
和
葡
萄
酒
株
式
会
社
は
、

甲
州
市
勝
沼
で
、
日
本
古
来
の
葡
萄
品
種
を
大

切
に
し
た
日
本
の
風
土
と
環
境
に
合
う
エ
レ
ガ

ン
ト
な
ワ
イ
ン
造
り
に
取
り
組
む
企
業
で
あ
る
。

■
大
和
葡
萄
酒
の
ヒ
ス
ト
リ
ー

当
社
の
創
業
家
で
あ
る
萩
原
家
は
、
江
戸
時

代
初
期
よ
り
、
山
梨
県
山
梨
市
で
代
々
油
問
屋

（
約
２
５
０
年
間
）
を
営
ん
で
い
た
。
明
治
の

文
明
開
化
と
と
も
に
、
明
か
り
を
灯
す
油
は
電

気
に
替
わ
り
、
油
問
屋
は
廃
業
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
た
め
、
製
材
業
・
穀
物
卸
・
葡
萄
園
・
酒

屋
な
ど
に
稼
業
を
切
り
替
え
た
。
当
社
の
創
業

は
、
甲
州
市
勝
沼
に
基
盤
を
移
し
た
大
正
２
年

と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
萩
原
家
は
第
十
一
葡
萄
酒
組
合
の

設
立
に
寄
与
し
、
昭
和
２８
年
に
こ
の
組
合
が
大

和
葡
萄
酒
株
式
会
社
に
法
人
化
し
た
。
現
在
は
、

勝
沼
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
加
え
、
長
野
県
松
本
市

に
も
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
有
し
て
い
る
。
現
在
の
萩

原
保
樹
社
長
は
４
代
目
で
あ
る
。

■
ワ
イ
ン
に
適
し
た
葡
萄
づ
く
り

当
社
は
、
日
本
最
古
の
葡
萄
品
種
で
あ
る
甲

州
種
の
中
で
も
、
日
本
最
古
の
樹
で
あ
ろ
う
と

言
わ
れ
る
指
定
文
化
財
「
甲
龍
」（
樹
齢
約
１

３
０
年
）
と
「
三
森
甲
州
」（
樹
齢
約
１
０
０

年
）
よ
り
枝
分
け
し
た
葡
萄
な
ど
を
原
料
に
使

用
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
食
用
と
し
て
お
い
し
い
葡
萄
で

は
な
く
、
醸
造
用
と
し
て
栽
培
さ
れ
た
粗
着
系

の
甲
州
種
で
あ
る
。
粗
着
系
は
一
本
の
木
に
成

る
葡
萄
の
房
の
数
が
少
な
い
。
葉
の
量
が
同
じ

で
も
粒
の
収
穫
量
が
少
な
い
た
め
、
一
粒
に
行

き
渡
る
栄
養
が
多
く
な
り
凝
縮
度
が
高
ま
る
の

だ
。葡

萄
の
粒
に
も
こ
だ
わ
り
が
あ
る
。
ワ
イ
ン

に
適
し
て
い
る
葡
萄
粒
は
、
皮
が
厚
く
凝
縮
感

が
高
い
小
さ
い
粒
の
葡
萄
で
あ
る
。
小
粒
化
に

取
り
組
み
試
行
錯
誤
の
末
、
種
な
し
葡
萄
に
た

ど
り
着
い
た
。
種
を
な
く
す
こ
と
で
、
ワ
イ
ン

の
味
を
大
き
く
左
右
す
る
ア
ミ
ノ
酸
を
凝
縮
し

た
葡
萄
が
完
成
し
た
の
だ
。

ま
た
、
葡
萄
の
栽
培
方
法
に
も
独
自
の
工
夫

を
こ
ら
し
て
い
る
。
木
自
体
の
生
育
に
使
わ
れ

る
栄
養
分
を
抑
制
し
、
そ
の
栄
養
分
が
粒
自
体

に
使
わ
れ
る
よ
う
な
栽
培
方
法
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。

こ
の
栽
培
方
法
は
、
常
に
葉
の
面
積
把
握
や

成
分
数
値
デ
ー
タ
を
採
取
し
、
生
育
状
況
を
観

察
す
る
必
要
が
あ
り
手
間
も
か
か
る
。
棚
式
栽

培
が
主
流
で
あ
っ
た
甲
州
種
は
、
こ
の
計
測
や

デ
ー
タ
採
取
が
難
し
か
っ
た
。
そ
こ
で
当
社
は
、

計
測
が
容
易
に
行
な
え
る
垣
根
式
栽
培
に
取
り

組
ん
だ
。
こ
の
垣
根
式
栽
培
に
は
、
棚
式
栽
培

と
比
べ
粒
の
収
穫
量
が
少
な
い
が
、
ア
ミ
ノ
酸

や
糖
な
ど
の
栄
養
分
が
一
粒
に
凝
縮
さ
れ
る
と

い
う
利
点
も
あ
る
。

垣
根
式
栽
培
は
、
枝
葉
を
縦
列
で
育
成
す
る

た
め
、
枝
が
横
に
向
か
っ
て
伸
び
る
甲
州
種
葡

世界品質のワイン造りに
取り組む萩原保樹社長
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萄
に
は
合
わ
な
い
と
言
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

長
年
の
試
行
錯
誤
に
よ
り
、
１５
年
の
歳
月
を
経

て
垣
根
式
栽
培
を
実
現
さ
せ
た
の
だ
。

当
社
は
、
こ
う
し
た
ワ
イ
ン
の
原
料
と
し
て

の
最
適
な
葡
萄
作
り
、
そ
の
実
り
を
活
か
し
た

醸
造
作
業
な
ど
、
常
に
よ
り
良
い
ワ
イ
ン
を
造

る
た
め
の
工
夫
を
重
ね
て
き
た
。
そ
の
取
組
み

が
、
国
内
外
の
ワ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
や
ワ
イ
ン

コ
ン
ク
ー
ル
に
お
け
る
、
８０
以
上
の
賞
の
受
賞

に
繋
が
る
の
で
あ
る
。

■
農
商
工
連
携
事
業
に
取
り
組
ん
だ
き
っ
か

け萩
原
社
長
は
、
勝
沼
に
て
長
年
ワ
イ
ン
造
り

に
取
り
組
む
な
か
で
、「
世
界
に
通
じ
る
エ
レ

ガ
ン
ト
な
ワ
イ
ン
を
生
産
者
と
と
も
に
造
り
た

い
」
と
い
う
思
い
を
常
に
抱
い
て
い
た
。

日
本
産
ワ
イ
ン
に
は
、「
軽
い
」「
薄
い
」

「
特
徴
が
な
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と

い
う
。
石
灰
質
の
土
壌
で
栽
培
さ
れ
た
葡
萄
を

原
料
と
す
る
欧
州
産
ワ
イ
ン
に
比
べ
、
土
壌
成

分
の
違
い
か
ら
ミ
ネ
ラ
ル
含
有
量
が
少
な
い
た

め
、
味
わ
い
に
複
雑
さ
が
感
じ
ら
れ
な
い
と
も

評
さ
れ
て
き
た
。

そ
う
し
た
な
か
、
甲
府
市
の
卸
売
市
場
を
早

朝
に
訪
れ
る
こ
と
が
習
慣
で
あ
っ
た
萩
原
社
長

は
、
山
梨
県
の
特
産
品
で
あ
る
ア
ワ
ビ
の
煮
貝

の
貝
殻
が
大
量
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
目

を
付
け
た
。
貝
殻
は
ミ
ネ
ラ
ル
の
主
成
分
で
あ

る
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
含
む
こ
と
に
着
目
し
、

葡
萄
栽
培
の
肥
料
と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
と

考
え
た
の
だ
。
従
来
廃
棄
さ
れ
て
い
た
貝
殻
を

有
効
に
活
用
す
る
こ
と
は
、
環
境
面
で
の
地
域

貢
献
に
も
な
り
一
石
二
鳥
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
、
萩
原
社
長
は
、
日
頃
か
ら
山
梨
県
庁

の
産
業
支
援
担
当
部
署
や
県
内
の
中
小
企
業
支

援
機
関
と
の
情
報
交
換
を
欠
か
さ
な
い
。
経
営

者
と
し
て
公
的
支
援
事
業
に
関
す
る
情
報
収
集

を
常
に
心
掛
け
て
い
る
の
だ
。
そ
ん
な
折
に
、

農
商
工
連
携
事
業
を
知
る
こ
と
に
な
る
。
ワ
イ

ン
の
開
発
は
、
単
年
度
で
は
完
結
し
な
い
た
め
、

５
年
と
い
う
複
数
年
に
わ
た
っ
て
活
用
で
き
る

農
商
工
連
携
事
業
は
、
当
社
に
と
っ
て
活
用
し

や
す
い
支
援
事
業
で
あ
っ
た
。

事
業
を
計
画
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
勝
沼
で

醸
造
用
や
生
食
用
の
各
種
葡
萄
を
生
産
し
高
い

栽
培
技
術
を
有
す
る
農
業
者
の
山
中
弘
己
さ
ん

に
声
を
掛
け
た
。
山
中
さ
ん
は
、
萩
原
社
長
の

同
級
生
で
も
あ
っ
た
。

■
ミ
ネ
ラ
ル
甲
州
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
展
開

こ
う
し
て
、
平
成
２１
年
３
月
に
「
貝
殻
に
含

有
す
る
天
然
ミ
ネ
ラ
ル
成
分
を
活
用
し
た
甲
州

種
に
よ
る
高
品
質
白
ワ
イ
ン
の
開
発
・
販
売
」

と
い
う
事
業
計
画
で
農
商
工
連
携
事
業
の
認
定

を
受
け
た
。
こ
の
事
業
は
、
新
し
い
日
本
の
ワ

イ
ン
を
創
造
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
ミ
ネ
ラ
ル

甲
州
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。

貝
殻
の
有
効
活
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
行
政

と
何
度
も
相
談
し
た
。
試
行
錯
誤
の
末
、
貝
殻

を
高
温
で
焼
成
化
し
粉
砕
し
た
後
、
葡
萄
栽
培

の
肥
料
と
し
て
土
壌
に
散
布
す
る
方
法
を
用
い

る
こ
と
に
し
た
。

貝
殻
の
粉
砕
は
専
門
業
者
に
依
頼
し
た
。
専

門
業
者
が
粉
砕
・
粉
末
化
し
た
貝
殻
を
、
農
業

者
の
山
中
さ
ん
に
提
供
す
る
。
山
中
さ
ん
は
、

粉
末
化
さ
れ
た
貝
殻
を
自
身
の
農
場
の
土
壌
に

散
布
し
、
ミ
ネ
ラ
ル
を
豊
富
に
吸
収
し
た
葡
萄

を
栽
培
す
る
。
当
社
は
、
こ
の
葡
萄
を
材
料
に

ワ
イ
ン
を
醸
造
す
る
。

こ
う
し
た
連
携
に
よ
り
、
ミ
ネ
ラ
ル
を
多
く

含
ん
だ
高
品
質
で
複
雑
な
味
わ
い
の
「
ミ
ネ
ラ

ル
ワ
イ
ン
」
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

■
国
産
ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
で
「
金
賞
・
部

門
最
高
賞
」
受
賞

平
成
２４
年
７
月
、「
国
産
の
ぶ
ど
う
を
１
０

０
％
使
用
し
て
造
ら
れ
た
ワ
イ
ン
」
を
対
象
と

し
た
日
本
で
唯
一
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
あ
る
「
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｔ
Ｉ

Ｏ
Ｎ
２
０
１
２
」
の
審
査
会
が
開
催
さ
れ
た
。

受
賞
ワ
イ
ン
へ
の
注
目
が
年
々
高
ま
る
な
か
、

当
社
の
ミ
ネ
ラ
ル
ワ
イ
ン
「
番
イ
（
つ
が

い
）」（
白
・
辛
口
）
が
、「
甲
州
辛
口
タ
イ
プ

部
門
」
で
「
金
賞
・
部
門
最
高
賞
・
コ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
賞
」
を
受
賞
し
た
の
だ
。
こ
の

え
い

他
、
ミ
ネ
ラ
ル
ワ
イ
ン
「
＋
Ｗ
Ａ
ベ
リ
ー
瑛
」

が
、「
国
内
改
良
等
品
種

赤
部
門
」
で
「
金

賞
・
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
賞
」
を
受
賞
。

ま
た
、
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
部
門
で
も
、

「
リ
ュ
ギ
ー
ス
パ
ー
ク

番
イ

エ
ク
セ
レ
ン

ト
」「
リ
ュ
ギ
ー
ス
パ
ー
ク

古
代
甲
州
」
が

銀
賞
を
受
賞
し
た
。

■
お
わ
り
に

農
商
工
連
携
事
業
を
活
用
し
て
良
か
っ
た
点

に
つ
い
て
、
萩
原
社
長
は
４
点
を
挙
げ
る
。

①
認
定
に
あ
た
っ
て
必
要
と
な
る
事
業
計
画
な

ど
の
作
成
が
大
変
と
の
声
も
聴
く
が
、
自
ら

書
い
て
み
る
こ
と
で
、
事
業
の
方
向
性
や
採

算
性
を
整
理
で
き
た
。

②
事
業
計
画
を
作
る
こ
と
で
、
手
順
を
踏
ん
で

事
業
を
進
め
ら
れ
た
。
補
助
金
あ
り
き
の
事

業
で
は
な
く
、
補
助
金
活
用
も
事
業
計
画
実

行
の
一
部
と
の
考
え
方
で
事
業
に
取
り
組
ん

だ
こ
と
が
よ
か
っ
た
。

③
ブ
ラ
ン
ド
の
再
構
築
に
補
助
金
を
活
用
で
き

た
。
国
の
お
金
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
事
業

を
成
功
さ
せ
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
責

任
感
も
生
ま
れ
た
。

④
農
商
工
連
携
事
業
の
認
定
事
業
者
が
参
加
す

る
交
流
会
な
ど
を
通
じ
て
、
他
の
事
業
者
の

活
躍
や
苦
労
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
よ
い
刺

激
に
な
っ
た
。

当
社
は
ワ
イ
ン
の
品
質
向
上
に
成
功
し
、
ワ

イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
で
も
素
晴
ら
し
い
成
果
を
修

め
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
顧
客
か
ら
の
引
き
合
い

が
増
え
、
ワ
イ
ン
専
門
店
な
ど
と
の
提
携
も
順

調
に
進
ん
で
い
る
。
農
商
工
連
携
事
業
を
通
じ

て
点
の
活
動
を
線
に
し
、
市
場
で
の
結
果
を
生

み
出
し
た
の
だ
。

甲
州
ブ
ラ
ン
ド
の
ワ
イ
ン
を
世
界
に
認
知
さ

せ
る
た
め
、
日
夜
努
力
を
続
け
る
当
社
の
今
後

に
期
待
し
た
い
。

国産ワインコンクールで
金賞・部門最高賞

中小企業と組合２０１３．２２７


